
複合探査システム トンネルキャッチャー・トンネル覆工検査システム

【複合探査システム】
「複合探査システム」は、レーザー（路面性状）と電磁波

レーダ（道路下空洞）装置を１台の車両に搭載し走行するこ
とで、ひび割れなどの道路表面の性状と路面下空洞などの内
部の劣化状況を、同時に計測が可能となる複合型探査システ
ムである。ひび割れ、路面損傷状況などの路面性状と、道路
下の路面下空洞・橋梁床版の損傷などの道路内部の探査を一
度の走行で同時に実施し、同期したデータを取得可能。

これらのデータを統合して取得できることで、道路状況の
一括管理や補修優先度の総合的な判定など、維持管理の支援
と生産性の向上に大きく寄与する。

機　能
１．レーザー計測装置

高速走行（80km/h）でのデータ計測が可能で、レーザー
光により詳細な路面の画像およびひび割れ、わだち掘れ
データを取得できる（移動走行時収納可）。
２．レーダ装置

高速走行（80km/h）でのデータ計測が可能で、路面内部
の変状を調査できる。スライド機構により左右に20cmスラ
イドできるため、道路端部の計測も可能（移動走行時収納可）。
３．各種計測機器

レーザードップラー距離計と変位計（3台）を搭載。路面
の平坦性やIRIの算出が可能。また前後側方カメラを搭載
し、画像取得が可能。

【トンネル覆工検査システム】
一般的な4tユニック車に高性能な三次元映像化レーダ

（MPLAレーダ）を搭載し、トンネル覆工の内部空洞やジャ
ンカ、浮きなどを走行しながら1m幅の連続計測ができるシ
ステム。特長としては、①3次元解析により実際の状況に近
いイメージで計測結果を表示可能、②1回の計測で幅約1mの
面計測ができる、③対象のトンネル曲率に合わせて計測でき
るため計測精度が大幅に向上、などが挙げられる。

【トンネルキャッチャーTC3】
高精度ラインセンサカメラユニット搭載によりトンネル内

部の状況を高速走行（80km/h）しながらカラー撮影ができ
る画像撮影システムである。表面データは最小クラック
0.2mmまでの高精度なデータ取得とセンサユニットの回転機
構による360度の撮影ができる。計測車両には、ラインセン
サーカメラ13台の他、高輝度LED照明装置、レーザスキャナ
装置、距離計を搭載。トンネル内部の撮影には交通規制が不
要なため、生産性の向上の他、計測費用の大幅な縮減が可能。
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